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活発で､採食の性差 ･年齢差 (山極 ･半谷 :京
大 ･人類進化論),繁殖期のメスの採食と交尾行動
の関係 (松原 :霊長研 ･大学院生).オスの繁殖成
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サル類保健飼育管理施設
景山 節(施設長 ･兼)･松林消明･
後藤俊二 ･鈴木樹理 ･松林伸子1)･
三輪宣勝2)･熊崎清則2)･阿部政光2)･
釜中座郎2)･前田典彦2)･勝田ちひろ2)
平成10年度の施設の概要は以下のようであ
った｡
1)施設の改組が概算要求の重点事項として提出
され､平成11年度よりサル施設を転換して新たに
人類進化モデル研究センターが設置されることが
決定した｡新センターは創出育成,他店統御､生
命倫理の3つの研究領域と外国人客員による行動
形成研究領域より構成され､致官全体では､教授､
助教授､助手が各々3名 (客員1を含む),3名.1名
となり3名 (客員1を含む)の純増が認められた｡新
センターはサル施設の業務をすべて引き継ぐとと
もに､新たな研究用サル類の創出育成に関する総
合的研究を進めていくこととなった｡
2)国の経費削減の一環として全国大学の附属施
設予算の削減が行われ､サル施設予井は前年度比
で6.3%の減少となった｡諸経費の値上がりなどで
従来から厳しい施設運営が続いており,かなりの
痛手ではあったが､京大本部および研究所COE予
算より補助を受け10年度はなんとか乗り切ること
ができた｡
3)研究所保有サルで少数のため系統維持が囚菜任
になっているものがあるが､国立感染症研究所筑
波霊長類センターよりリスザル4頭の供与を受け､
繁殖用として飼育することにした｡またアジルテ
ナガザルがオスを出産し系統維持の可能性がでて
きた｡
4)サル施設でのサル頬の保健と飼育管理に関す
る研修のためEl本生物化学センターから野村孝弘
氏が平成10年5月に1週間の研修を行った｡
5)非常勤職員の異動があった｡技能補佐員の逸
1)教務技官 2)技官
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